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 東海第二発電所の確率論的リスク評価（以下，PRA）の高度化に向けた取り組みの一環として，故障モ

ード影響解析（以下，FMEA）を適用して起因事象候補の抽出を実施した。本稿では，東海第二発電所の

起因事象候補の抽出プロセスと，その抽出結果について報告する。 
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1. 緒言 

原電グループでは，2006 年度から PRA 関連業務を自営化しており，これまで東海第二発電所（以下，東

二）の内的事象及び外的事象の PRA モデル整備等を実施してきた。現在は，PRA モデルの高度化に向けた

検討[1]を行っている段階にある。今回，PRA モデルの高度化の１項目として，内部事象出力運転時レベル

1PRA に対し， FMEA を適用した上で，新たに考慮すべき起因事象の候補を抽出した。 

2. 故障モード影響解析（FMEA）による起因事象候補抽出方法について 

 今回実施した起因事象の分析・同定の検討手順を以下に示す。 

①起因事象を分析・同定する体系的な手法として，PRA 実施基準（学会標準）に

記載のある FMEA 手法を選定 

②FMEA 手法を適用するに当たっては，作業の効率化を図るため，東二の設備運

用手順書等を参照した上で，プラント特有の判断条件を設定した FMEA 実施

フローを作成（右図は FMEA 実施のイメージ） 

③作成した FMEA 実施フローを用いた，起因事象候補の抽出を実施 

 なお，プラント特有の判断基準の設定では，設備運転手順書に記載されている

系統を対象に各系統が喪失した場合の影響を分析し，スクラム事象（自動／手順

書に基づく手動）に至る系統，又は手動停止に至る系統について，従属性の有無等を考慮している。なお，

原子炉冷却材喪失事象は，別途 FMEA 以外の方法にて検討を実施するため，本検討の対象外としている。 

3. 故障モード影響解析（FMEA）による起因事象候補抽出結果と課題について 

 FMEA を実施した結果，新たな起因事象候補として，「発電所内無停電電源装置機能喪失」，「換気空調系

機能喪失」等，10 件抽出した。また，FMEA を実施した結果，得られた課題として，系統の機能喪失後に

事象進展が比較的緩やかである系統に関する復旧の可能性の考慮方法や事象進展の類似性を考慮した起因

事象のグループ化，起因事象発生頻度を考慮した起因事象候補のスクリーニング検討等が挙げられた。 

4. 今後の取り組み 

 今後の PRA モデルの高度化に向けた検討では，「起因事象発生頻度の推定」，「原子炉冷却材喪失事象の

分析」「起因事象のグループ化検討」「事故シーケンスの分析／システム信頼性解析に関する検討」，「先行

プロジェクトの知見の反映」等，継続的な PRA モデルの高度化に取り組む予定としている。 
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